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平成 24 年度　行政コスト計算書
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社会保障給付

143,389,000 1,673

施設の概要

* 人口はH24年度末住民基本台帳による。

1,674
事業全体のコスト 市民1人あたり市税等投入額

施設名

市民1人あたりコスト

所在地

開設年月日

行田市佐間３－２４－７

平成15年5月1日
行田市立図書館

　図書館は市民の求める幅広い分野の資料や情報を収集し、文化的で創造的な生活を保障・支援する生涯学習の拠点
として、２１世紀を担う市民の多様化・高度化した学習要求に適切に応えられるサービスを目指す。
　【基本方針】①最終的な蔵書目標を３０万資料とする。（平成２５年に達成予定） ②県立図書館、県内公共図書館と相互
協力を図る。
　【新たな図書館サービス】①開館時間の延長（午後５時までを午後７時まで）②レファレンスルーム（郷土・参考資料室）
の設置③ブックスタート事業の実施④AVｺｰﾅｰの設置⑤インターネットの設置⑥図書資料のインターネット等で予約でき
るシステムの導入⑦ブックディテクションシステム（不正持出防止）の導入⑧セカンドブック事業の開始

平成 24年度　コスト指標 
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